
5 農業経営者 2010年 2月号

おやじを超えて、距離を超えて 
頻発する食品問題は極端な金儲

け志向、そして生産者と消費者の

乖離に一因があると思う。消費者

の顔が見えないから生産者は質よ

りも収量に重点を置いてしまう

し、生産者の顔が見えないから消

費者は食品の価値を価格ベースで

しか判断できない。食を通した心

の繋がりは存在しないのだ……。

自身に照らし合わせてみても、

十勝農業の基幹4品目も、原料作

物ゆえに、消費者と生産者の間に

ある距離は遠い。解決する手段は、

作り手と食べ手が交流して信頼関

係を築くことと考えて、2009年1

月、「十勝おやじの背中を超える

会（おやせな）」を発足した。メ

ンバーは4品目を手がける農業青

年30名弱で、20代半ばが中心だ。

名前には食糧自給率1100％の大

地を育てた父親世代あるいはその

先人たちに敬意を表し、それを受

け継いだ者として、日本の食料を

守り続けようという思い、さらに

作り手と食べ手の間、あるいは農

山漁村と都市間に信頼関係を築こ

うという気持ちを込めている。

消費者との接点を作るため、こ

れまで「おやせな」は東京・霞が

関での消費者交流会を開催した

り、帯広市中心部にて消費者や近

隣の飲食業との交流の場「A shop」

を運営したり、さまざまな活動に

挑戦してきた。中でも印象的だっ

た出来事は、原麦をテーマとした

メッセージ発信をしようと訪ねた

イタリアンレストランで、スペル

ト小麦という高価な輸入品を使用

していたことだ。原麦を求めてい

る料理人がいるとは想像だにしな

かった。料理人も、十勝産小麦の

原麦を欲していたのだが、その流

通経路を知らなかった。同じ地域

で需要と供給が交じり合っている

にもかかわらず、繋がっていない

現状をあらためて知った。

こうした経験を通して、売るこ

とでの繋がりではく、消費者と触

れあうことで「気づき」を得る大

切さをメンバーは実感していった

ように思う。

私は農協青年部の役員を経験し

たが、組織は大きくなるほど、多

くの考え方があり、そのどれもを

大切にしなければいけないため、

結果として身動きが取りづらくな

る。その点、私たちは作り手と食

べ手が繋がるという目的が明確な

ため、想いを共有できている。

今年は、ビーンズサミット、東

京での消費者交流会、食育活動な

どを予定している。描いている目

標は「生産者全員が食べ手の顔を

思い浮かべて畑で仕事をするこ

と」と「消費者全員が作り手の顔

を思い浮かべて食事すること」。

この二つを合言葉に、互いの距離

を少しでも近づけ、おやじたちか

ら受け継いだ十勝農業をさらに発

展させていきたい。

（まとめ・鈴木工）

団結しやすい組織

消費者から「気づき」を得る

PROFILE

1973年北海道帯広市生まれ。札幌国際ビジネ
ス専門学校で、簿記、コンピュータなどを習得
し、帯広で営業・販売などの仕事に従事する。
2002年、結婚を機に家業の農業を継ぎ、08
年、㈱K's FARMを設立。同年、十勝地区農協
青年部協議会会長に就任する。畑作専業で経営
面積は35ha（小麦14ha ジャガイモ7.5ha
ビート7.5ha 大豆4ha 小豆2ha）
http://www.shokukyu.jp/wp/ （十勝おや
じの背中を超える会HP）
http://ksfarm.jp/ （会社HP）

十勝おやじの背中を超える会　会長
株式会社K's FARM 代表取締役社長

か じ む ね の り


